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自
治
労
連
が
震
災
復
興
支
援
に
力
を
発
揮

 
１
万
人
超
え
る
新
た
な
組
合
員
迎
え
る

　

自
治
労
連
第
33
回
定
期
大
会

が
８
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
静

岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
冒
頭
で
、
こ
の
間

の
自
治
労
連
運
動
を
推
進
し
て

い
く
中
で
７
単
組
３
８
５
人
の

新
規
組
合
が
自
治
労
連
に
加
入

し
て
き
た
こ
と
、
昨
年
定
期
大

会
以
降
１
１
、
２
９
３
人
の
新

し
い
自
治
労
連
の
組
合
員
を
迎

え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
11
日
起
き
た
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る
大
災

害
の
な
か
で
震
災
復
興
支
援
の

様
々
な
と
り
く
み
を
行
っ
て
き

た
自
治
労
連
各
組
合
の
報
告
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
憲
法
と
地
方
自
治
を

生
か
す
共
同
拡
大
の
と
り
く

み
、
対
話
と
提
言
運
動
の
推
進

自
己
責
任
を
府
民
に
押
し
付
け

る
府
政
が
進
め
ら
れ
、
府
民
の

生
活
や
大
阪
経
済
も
大
き
く
落

ち
込
み
、
府
民
の
中
に
閉
塞
感

や
不
満
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

徹
底
し
た
職
員
へ
の
攻
撃
も

強
め
、
理
由
の
な
い
人
員
削
減

や
予
算
の
削
減
、
人
事
評
価
や

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
徹
底
に
よ

り
、
職
員
が
誇
り
を
奪
わ
れ
て

い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
よ
る
休

職
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
２
０
１
０
年
度
の
在
職
死

亡
者
の
う
ち
７
名
が
自
ら
の
命

を
絶
っ
て
い
る
こ
と
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
府
民

が
、
地
域
医
療
・
救
急
医
療
の

充
実
や
雇
用
対
策
・
中
小
企
業

支
援
な
ど
を
願
っ
て
お
り
、
知

事
の
進
め
る
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発

や
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
へ
の
庁
舎
移

転
、
福
祉
や
教
育
を
削
っ
て
の

財
政
再
建
な
ど
は
望
ん
で
い
な

い
こ
と
、
先
の
い
っ
せ
い
地
方

選
挙
で
は
、
橋
下
知
事
率
い
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
が
府
議
会

で
過
半
数
を
と
り
、
５
月
府
議

会
で
「
日
の
丸
・
君
が
代
強
制

条
例
」
を
数
の
力
で
強
行
し
、

今
度
の
９
月
議
会
で
、「
大
阪

維
新
の
会
」
が
「
職
員
基
本
条

例
案
」
の
提
案
を
狙
っ
て
い
る

が
、
条
例
案
は
、
職
制
や
定
数

変
更
、
予
算
減
少
で
職
員
が
余

っ
た
場
合
や
職
務
命
令
に
３
回

以
上
違
反
し
た
場
合
、
職
員
を

免
職
で
き
る
と
す
る
と
し
、
さ

ら
に
は
人
事
評
価
制
度
を
強
化

し
、
最
下
位
の
評
価
を
受
け
る

職
員
を
絶
対
に
５
％
に
し
、
連

続
し
て
最
下
位
評
価
を
受
け
た

職
員
も
免
職
の
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
、
府
民
要
求
に
耳
を
傾

け
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
尽
力

す
る
職
員
を
排
除
し
、
ど
ん
な

悪
政
で
も
権
力
や
上
司
に
従

い
、
府
民
を
抑
制
・
管
理
す
る

職
員
づ
く
り
を
狙
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
、
11
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
知
事
・

大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
勝

利
め
ざ
し
奮
闘
す
る
と
し
ま
し

た
。

　

８
月
11
日
府
職
労
は
東
日

本
大
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
業
務
な
ど
で
被
災
地
へ
の

支
援
行
動
に
参
加
さ
れ
た
方

を
中
心
に
、
交
流
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
交
流
集
会
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ

れ
た
、
土
建
支
部
の
稲
内
さ

ん
か
ら
は
、
当
時
の
被
災
地

で
の
状
況
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
内
容
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
保
健
所
支
部
か
ら

は
多
職
種
が
被
災
地
に
派
遣

さ
れ
、
避
難
所
で
の
住
民
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
栄
養
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
衛
生
管
理

（
食
中
毒
や
感
染
症
の
予
防

等
）
の
業
務
に
携
わ
り
、
宿

が
被
災
地
の
住
民
の
復
旧
な

ど
で
影
を
落
と
し
て
い
る
こ

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

土
建
支
部
か
ら
は
応
急
仮
設

住
宅
な
ど
で
の
支
援
の
実
態

報
告
、
土
木
現
場
支
部
か
ら

は
長
期
支
援
で
職
場
で
は
業

務
が
回
ら
な
い
実
態
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
の
実

態
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

め
、
バ
イ
ク
で
現
地

に
入
り
、
仙
台
、
東

松
島
、
石
巻
、
気
仙

沼
、
陸
前
高
田
、
大

船
渡
、
大
槌
、
宮
古

な
ど
被
災
地
を
見
て

回
り
ま
し
た
。
壊
滅

状
態
の
陸
前
高
田
を

は
じ
め
、
広
範
囲
に

わ
た
る
被
害
状
況

に
、
い
ま
だ
手
つ
か

ず
場
所
も
多
く
あ

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

４
日
間
の
活
動
で
し
た

が
、
そ
の
間
自
治
労
連
の

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
連
日

全
国
か
ら
50
名
を
超
え
る

支
援
、
ま
た
、
陸
前
高
田

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
は
学
生
を
含
め
、
８

０
０
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
な

ど
、
支
援
の
力
に
勇
気
が

湧
い
て
き
ま
す
。

　

地
元
も
皆
さ
ん
か
ら
も

「
全
国
か
ら
の
支
援
に
、

泊
地
で
も
遅
く
ま
で
業
務
を

こ
な
し
た
実
態
、
健
康
診
断

な
ど
で
被
災
地
に
支
援
に
行

く
職
員
の
健
康
管
理
を
き
っ

ち
り
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
、「
構
造
改
革
」
で
、
被

災
地
の
保
健
所
が
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
公
衆
衛
生
の
第

１
線
機
関
の
保
健
所
の
重
要

性
と
少
な
く
な
っ
た
保
健
所

　

８
月
22
日
か
ら
26
日
ま

で
、
震
災
支
援
す
る
た
め
、

自
治
労
連
が
４
月
22
日
か
ら

開
設
し
て
い
る
「
岩
手
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
参
加
し
、
瓦

礫
撤
去
作
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
６
月
１
日
か
ら
大
船
渡

に
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
る
16

名
の
都
市
整
備
部
職
員
に
激

励
訪
問
も
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
か
月
を
過
ぎ
た
各
被
災

地
の
状
況
を
見
て
回
る
た

が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
復
旧
・
復
興
ま
で
長

い
年
月
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
が
、
府
職
労
は
引
き
続
き

現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

大
阪
で
も
で
き
る
被
災
地
支

援
に
今
後
と
も
と
り
く
む
予

定
で
す
。
組
合
員
・
職
員
の

み
な
さ
ん
の
引
き
続
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
頑
張
る
力
を

も
ら
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
現
地
に
行
く
こ
と
が

で
き
、
長
期
に
わ
た
る
支
援

の
継
続
と
、
安
心
安
全
の
街

づ
く
り
め
ざ
し
、
住
民
に
寄

り
添
っ
た
復
興
の
た
め
、
自

治
体
の
役
割
の
重
要
性
を
感

じ
て
帰
阪
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
現
地
に
行
く
こ

と
は
大
変
で
す
が
、
大
阪
の

地
で
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
支
援

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

震災ボランティア報告

住
民
に
寄
り
添
っ
た
復
興
め
ざ
し
た

自
治
体
の
役
割
の
重
要
性
痛
感

 

小
山　

光
治
（
府
職
労
書
記
長
）

自治労連第33回定期大会自治労連第33回定期大会
８月21日～23日 in 静岡８月21日～23日 in 静岡

発言する府職労小松書記次長

学生たちと田んぼでの瓦礫処理（陸前高田）

気仙沼市内の状況（撮影８月25日）

な
ど
の
と
り
く
み
な
ど
全
国

各
地
か
ら
運
動
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

府
職
労
か
ら
は
大
会
初
日

に
発
言
し
ま
し
た
。
こ
の
３

年
半
の
橋
下
府
政
の
も
と
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補

助
金
の
廃
止
や
削
減
な
ど
、

震災派遣震災派遣等の等の
経験交流会経験交流会

復興復旧までの長期支援
職員の健康や職場体制の確保重要職員の健康や職場体制の確保重要

り
、
継
続
し
た
支
援
の
必
要


